
実施日時：令和６年１月１０日（水）
対象・内容：第１学年〈国語・数学・英語、各教科アンケート） 実施校数：２校（府内４６８校）

実施生徒数：２７０人（府内５８，５１７人）

１．度数分布及び教科別結果概要（平均点）

平均点 無回答率

島本町 66.4 7.6
大阪府 60.8 9.6

良好

ができる

くことができる

課題
・文脈に則して漢字を正しく読んでいる（編む）

平均点 無回答率

島本町 60.1 8.2
大阪府 54.7 10.3

良好

が作図できる

えることができる

課題
・文字式の表現を理解している

え、文字式の意味を説明することができる

平均点 無回答率

島本町 68.3 4.2
大阪府 64.1 4.9

良好

点を適切に把握することができる

課題

適切に把握することができる

捉えて内容の要点を適切に把握することが
できる

まった会話文を読み、話の概要を捉えて、
内容の要点を適切に把握することができる

・日常的な話題についてのまとまったやり取

・表をもとに、日常的な話題についてのまと

・与えられた条件で、線分の垂直二等分線

・日常的な話題について、Eメールでのやり
取りを読み、話の概要を捉えて、内容の要
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教育推進課

・具体的な事象において、数量の関係を捉

・具体的な事象において、数量の関係を捉

・紹介カードをもとに、日常的な話題につい

りを聞き、話の概要を捉えて、内容の要点を

・必要な情報を整理し、内容をまとめること

・案内文に必要な項目（情報）を理解して書

・場面の展開や登場人物の描写に注意して
読み、内容の理解に役立てることができる

てのまとまったやり取りを聞き、話の概要を
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＜結果概要＞

国語：問題形式では、すべての分類・区分で大阪府平均を上回る結果となったが、知識及び技能の観点における、「言葉の特徴や使

い方に関する事項」で大阪府平均との開きが小さくなった。

数学：問題形式では、すべての分類・区分で大阪府平均を上回る結果となったが、学習指導要領の領域等上の「数と式」、「思考・判

断・表現」の観点からの出題において、大阪府平均との開きが小さくなった。

英語：問題形式では、すべての分類・区分で大阪府平均を上回る結果となったが、記述式で大阪府平均との開きが小さくなった。また、

学習指導要領の領域等上の「聞くこと」の観点や記述式の問題形式でも、大阪府平均との開きが小さくなった。



２．アンケート（抜粋）

（３）授業中、思考ツールを使うなどして、自分の考えを整理したりまとめたりする場面がある。

（４）授業中、PC・タブレットを使って、学級の友だちと意見を交換する場面はどれくらいありますか。

（５）家で、自分の苦手なところ、必要なところを考えて勉強している。

（６）あなたの学級は、違った考えや意見を受け入れる雰囲気がある。
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＜アンケート結果について＞
○（６）については、大阪府平均と比較して肯定的回答の割合が８．８ポイント高くなっている。周囲の受け止め状況が整っており、
生徒が安心して意見を表出しあえる環境は、中学校における学びの基盤と言える。今後も、高い肯定的回答割合を維持できるよう、
集団づくりを進めていく必要がある。また、（５）については、本年度の２年生の同一設問に対する肯定的回答割合と比較して、肯定
的回答割合が５．６ポイント高く、令和４年度の類似設問に回答した１年生と比較しても、１４．９ポイント高くなっている。今後も、生
徒が自らの課題に向き合い、様々な場面で学習の必要性を理解できるよう、指導を続けていく必要がある。

●一方で、（４）については大阪府平均と比較して、ＩＣＴ機器の習慣的な活用について、使う頻度が「ほぼ毎日」及び「週３回以上」と
回答した生徒の割合が６．４ポイント低くなっている。（３）で挙げられた思考ツールとしてのＩＣＴ機器使用を取り入れ、意見交換や発
表を活発にしていくことで、「思考・判断・表現」の観点で計ることのできる学力を伸長させていく必要がある。
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